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i

ま え が き

　この度，『美術科教育の基礎』を出版する運びとなり，感慨深い思いが去来しています。
本書は，1985年（昭和60年）7 月に出版された『美術科教育の基礎知識』を藍本として内容を
継承しています。その初版が刊行された当時は，現職教員の研修・研究を目的とした新教育
大学や全国の国立大学の教育学部に教育学研究科の設置が進められてきたばかりの頃で，美
術教員を目指す学部学生や現職教員の初任者を主な対象に「美術科教育」とは何なのか，そ
の理論や実践に関する知見を網羅し，美術教育の全体像を俯瞰するような書籍の刊行が強く
求められた時期でした。その意味で，『美術科教育の基礎知識』は極めてタイムリーな出版
であったと自負しています。内容記述にあたっては，読みやすさを考慮してQ&A形式を採
用し，美術科教育の目的，理論と歴史，諸外国の理論，発達理論などを包括し，領域と内容
についても造形遊び，絵や立体，構成・デザイン・工作・工芸・映像・メディア，鑑賞の各
実践方法や教材等について数多くの専門家に執筆を依頼しました。
　その後，学習指導要領の改訂時や時代の要請に合わせて，1991年（平成 3 年），2000年（平

成12年），2010年（平成22年）の改訂をしてきましたが，まさに昭和，平成，令和を通して，
美術科教育の啓蒙に微力ながら尽力してきたつもりです。今回，更なる改訂に臨むにあた
り，企画・編集の新たな担当者として文部科学省の視学官，教科調査官等を歴任した東良雅
人並びに村上尚徳，そして鳴門教育大学から山田芳明を迎えて，『美術科教育の基礎』とし
て生まれ変わることになりました。本書の題名について前回までの「基礎知識」ではなく

「基礎」としたことは，美術科教育が知識のみならず，人間陶冶の一環として目指す，直観
や感覚，想像力を研ぎ澄まし，図像やイメージに関する洞察力を育むことを見据えたことに
よるものです。
　現代は知識基盤社会の到来と相まって生成AIなどに見られる情報駆動型社会が日常化し
つつあると言われますが，同時にVUCAな（不透明で不確かな）時代状況も招いている中で，
美術教育の重要性はますます高まっているように思われます。収束的な認知傾向が強まる一
方で，感性や感覚に基づく拡散的な思考や柔軟な態度形成が不可欠となり，そのために美術
教育の位置づけがより強化される必要があるのではないでしょうか。本書がそうしたパース
ペクティブを読み解き，美術教育の未来を築くための一助となれば幸いです。
　今後，読者の皆様から多様なご意見や提案をいただき，よりよい書となることを期待して
いますので，皆様のご忌憚のないご意見をお待ちしています。
　最後になりましたが，建帛社会長の筑紫恒男様には，40年にわたる美術科教育の出版の
ご尽力をいただき，あらためて感謝の念に堪えません。そして編集担当の青柳哲悟さんには
最初から最後まで，細かいところまでご対応をいただき，心より感謝しています。

　2023年（令和 5 年）12月
監修者　福田隆眞・福本謹一
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　教育は，その時々の社会情勢に大いに影響を受ける。近年は人工知能（AI），ビッ
グデータ，モノのインターネット（IoT）等の技術的な発展に支えられた Society 5. 0
時代と呼ばれる新たな未来社会を指向し急激に変化している。その一方で持続可能
な社会の実現の必要性が認識され，そのための目標（SDGs；持続可能な開発目標）の
達成が広く社会に求められている。
　このような社会の変化と，それに伴って突きつけられる教育課題に対応している
と，ともすれば足元，すなわち教育の根本となる考え方を見失うこともある。
　そこで，本書の第 1 章では，「美術科教育」に先立ち，そもそも「美術教育とは
何か」という根本に立ち返り，美術教育を考える基礎になる内容を取り扱う。内容
的には学校教育と教員養成を主としながらも，広く一般に美術教育全体を理解でき
るように，美術教育の目的と課題，美術教育の特質，美術教育の理論と歴史，造形
表現の発達等について述べている。また，美術教育の研究についても取り上げ，研
究方法についても紹介している。美術教師として自身の実践を研究的な視点から考
察し改善を図るための視点となるであろう。また，美術教育の理論と歴史において
は，日本の美術教育はどのような考え方に基づいて行われてきたのか，そしてどの
ような経緯を経て現在に至っているのか，歴史の結節点となるような項目を取り上
げ，簡略に理解できるようにした。さらに，外国の美術教育理論においては，日本
の美術教育はもとより世界的に影響を与えた教育理論についてまとめている。外国
の美術教育の思潮についても，日本への影響や関係のある項目を選択した。
　本章を通して，美術教育の理念を確認するとともに，美術教育研究の基礎として
頂ければ幸いである。	 （山田芳明）

第 1 章

美術教育とは何か
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１–１　美術教育の目的と現代的課題

1 美術教育の意味と展望

美術教育の意味と展望について
教えてください

1 ．美術と人間
　現代において，私たちを取り巻く美術は多様
に存在している。美術作品や工芸品などの実物
だけでなく，情報技術の発達により視覚的環境
が変化し，映像作品に急激な発展を及ぼしてい
る。美術の特徴を大別すると，絵画や彫刻のよ
うに自由に心象を表現するものと，使用や伝達
の目的を有したデザイン，工芸，建築などの機
能表現あるいは適応表現と呼ばれるものがあ
る。
　わが国のように長い歴史を有していると，古
くからの伝統的な美術が各所に見られる。神社
仏閣の建築物及びそれらの所蔵品のように，歴
史的な美術作品が存在している。また，現代の
建築に居住して，おしゃれなデザインの製品や
伝統的な工芸品に囲まれた生活をしている場合
も多々ある。そうした現代の生活に，漫画やア
ニメーション，映像機器によるコミュニケー
ションなども溶け込んでいる。そのように考え
ると，私たちの生活においては伝統的な美術か
ら現代的な美術までが共存しているのである。
2 ．美術表現の変遷と広がり
　このように美術作品は固有の伝統的なものか
ら，グローバル化による国際的な特徴をもつも
の，技術や文明の近代化によるもの，現代の最
先端に位置するもの等，多種多様に見られる。
また，20世紀にはデザインの分野が急速に世界
中に広がり，機能美のように新しい美意識や審
美観を美術の世界に展開してきた。同時に，美
術が技法や技術による表現だけではなく，19世
紀後半の印象派の写実による再現的表現方法の
展開から，抽象や構成のような非再現的方法に

よる表現が広まってきたことにも，新しい展開
が見られる。そして，このことで美術の表現に

「創造力」が求められるようになったのである。
　さらに20世紀後半には，情報化が進み，メッ
セージの交信や映像表現の発信などが日常化し
てきた。現代美術はこうしたグローバル化した
世界にメッセージを発信することで，人と人の
交流を豊かにし，美術表現に自由な考え方をも
たらしている。
3 ．美術の分類
　美術の総体を空間軸で分類すると，心象表現
と目的表現，美術と工芸，大芸術と小芸術など
の区分をすることができる。それらは精神性を
重視するか，実用性を極めるのかの違いでもあ
る。表現の分野でいえば，絵画や彫刻が精神性
の高い心象の表現となり，工芸や建築などが実
用性を重視した審美観の表現を極めているとい
える。20世紀に現れたデザインは実用性を極め
る過程の思考であり，機能と審美観を備えて，
よりよい結果を想定した試行錯誤する造形活動
であるといえる。
　また美術を歴史の時間軸で考えると，地域や
民族が固有に培ってきた伝統的美術があり，そ
れを基盤として，近代化が進み，外部からの影
響を受けた新たな美術の探究があった。日本で
いえば，江戸時代までの鎖国によるわが国独自
の美術の発展が存在し，開国によって西洋の影
響を大きく受けたことで，西洋美術が受容さ
れ，同時に，わが国の本来の美術を再認識した
歴史的経緯がある。その後，西洋美術を消化吸
収し，独自の展開をしたのである。
　20世紀のデザインの普及は国際様式の広がり
をもたらし，美術は地域や国を限定することな
く，美術と人間の関わり，美術を媒介にした社
会や世界との関わりに広がってきた。さらに，
現代美術と呼ばれる分野では，社会や世界に発
信するメッセージを美術によって表現してい
る。世界の平和や環境，人権や政治などの社会
的な問題を，美術作品そのもので表現したり，
映像で表現したり，相互交流によってメッセー
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ジの理解を深めたり，拡大したりしているので
ある。
4 ．「美術の教育」と「美術による教育」
　こうした状況で，美術の教育を考える場合，
空間軸で捉えた美術の種類や分野と，時間軸で
捉えた伝統美術から現代美術までの変遷の両者
を総体として想定することができる。もちろん
そのすべてを美術教育の対象とすることはでき
ないが，総体として捉えた美術を踏まえて教材
を抽出することで，美術を包括的に捉え，創造
活動を促すことができるのである。
　美術と教育の関わりには，厳密に考えると

「美術の教育」と「美術による教育」に分ける
ことができる。美術そのものの教育と，美術を
通じてその機能や効果による教育とに分けるこ
とができる。
　「美術の教育」は，美術表現のための技法や
技術の伝授と習得が主となる。表現の目的や意
味を問うたり内省したりする精神面での教育を
伴うことで，表現の技術技法が高まっていくの
である。美術の教育には，美術家・工芸家の工
房での徒弟制度や画塾，スタジオ等，美術の専
門家を育成するものがある。また，社会教育の
カルチャーセンターなどの美術や工芸の教室で
の教育，美術館や博物館でのセミナーも，専門
家の養成ではなくても，教養教育の中の「美術
の教育」である。大学における教養の美術も，
理論や実習による美術そのものの教育といえ
る。
　このような美術の教育は美術そのものを教育
内容の主とするが，そこには付帯的に人間の教
育が含まれている。人が人に施す教育である限
り，必ず人間性の教育がその是非を問わず含ま
れるのである。また，技術技法の教育といって
も，手本を踏襲するだけではなく，自分なりの
工夫や特色を表現するのである。
5 ．学校教育での美術教育
　「美術による教育」の主たるものは，学校教
育である。特に幼稚園，小学校，中学校までの
教育では，美術を媒介とした，人間性とコンピ

テンシーといわれる資質・能力の育成である。
幼稚園での造形活動，小学校の図画工作科，中
学校の美術科，高等学校での芸術科は，美術の
活動を通して，よりよい人間になるための教育
であり，美術の能力，美術の特色を修得するこ
とにより，多様な資質・能力を育成することで
ある。
　小学校図画工作科，中学校美術科，高等学校
芸術科に通底する目標は，表現と鑑賞の活動を
通して，感性を働かせ，美術を愛好し，造形的
な創造活動に喜びを味わい，美術文化の理解を
深めることにある。
　美術による教育は，その特徴である創造的な
活動を行い，美術文化の形成につながる資質・
能力を育成するのである。20世紀以降の美術の
創造的な活動とグローバル化した国際社会に直
面して，国際的な文化と独自文化の形成へとつ
ながっているのである。
6 ．美術教育の展望
　このように美術の教育と美術による教育を考
えると，それらは別物ではなく，美術の教育の
延長上に美術による教育が存在しているのであ
る。目の前の教材や題材は美術の教育である
が，それを実践する過程で，技術技法だけでな
く，発想や構想を生み出し，予期せぬ展開をも
もたらすこともある。美術による創造性の育成
は，STEAM 教育（科学，技術，工学，芸術，数

学の融合教育）のように自然科学の分野とも融
合して，新たな分野や資質の育成に寄与するこ
とができる。美術による造形的な創造性が，よ
り広範な創造性の育成につながる可能性がある。
　また，美術文化を理解し参画することで，新
たな文化の形成に寄与することができる。漫画
やアニメ，オブジェや映像などはわが国の新し
い文化を生み出してきた。日本文化の特色の

「わびさび」に並んで「かわいい」なども美術
文化の要素となってきている。グローバル化し
た文化と独自文化の総体を形成するために，美
術教育の役割はその発展の可能性を有してい
る。	 （福田隆眞）
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１–１　美術教育の目的と現代的課題

2 感性教育・情操教育

感性や情操の教育としての
美術教育について教えてください

1 ．美術教育における「感性」と「情操」
　「感性」は「物事を心に深く感じ取る働き」
とされ，「情操」は「美しいもの，すぐれたも
のに接して感動する情感豊かな心」などとされ
ている。「感性」や「情操」という言葉は，
様々な分野で用いられており，その場によって
意味も違って使われている。そのため，ここで
は学校美術教育における「感性」や「情操」に
ついて述べることに限定する。
　現行の学習指導要領（平成29（2017）年）で
は，図画工作科，美術科における「感性」及び

「情操」は，「（ 3 ）学びに向かう力，人間性
等」に関する目標に位置付けられている。小学
校図画工作科では，「つくりだす喜びを味わう
とともに，感性を育み，楽しく豊かな生活を創
造しようとする態度を養い，豊かな情操を培
う」と記され，中学校美術科でもおよそ同様の
内容が示されている。ここでは「感性」を豊か
にしていくことが「情操」を培うことにもつな
がり，両者は相互に働きながら育成され，豊か
な人間性等をはぐくむとされている。
　教科目標における「感性」は，中学校美術科
では平成10（1998）年版学習指導要領から，小
学校図画工作科では平成20（2008）年版から示
されるようになった。現行の小学校図画工作科
及び中学校美術科の学習指導要領解説（以下，

図画工作・美術科解説）では，「感性とは，様々
な対象や事象からよさや美しさなどの価値や心
情などを感じ取る力」とされている。
　「情操」は，昭和22（1947）年の学習指導要
領試案以来，図画工作科や美術科の教科目標に
一貫して示されてきた。現行の図画工作・美術

科解説では，「情操とは，美しいものや優れた
ものに接して感動する，情感豊かな心」とされ
ている。
2 ．「感性」及び「情操」の育成
　「感性」をはぐくむためには，ただ絵を描か
せたり鑑賞させたりするだけでなく，表現や鑑
賞の活動の中で心を働かせながら，見方や視点
を広げるような取り組みが重要である。例え
ば，色の違いや美しさ，部分として見たときの
形の面白さや不思議さ，塊としての量感，空間
としての広がり，全体的な印象など，様々な視
点で捉えさせ，日ごろ気付かなかった新たな見
方や感じ方を体験させていくような指導が必要
である。これは表現や鑑賞の活動の中で，造形
的な視点を豊かにするための〔共通事項〕を位
置付けて指導することでもあり，造形を捉える
アンテナを増やしていくことが，「感性」を豊
かにすることにつながると考えられる。
　「情操」を培うためには，よさや美しさなど
を感じ取る「感性」と，それらを大切な価値と
して求めていこうとする心を育てていくことが
重要である。そのためには学習活動の中で，自
分の見方や考え方を大切にしながらよさや美し
さを豊かに感じ取る活動や，自分らしさを発揮
しながら感じ取ったことなどを基に，よりよい
もの，美しいものを目指して作品をつくり出す
こと，またそれを他者に共感されることで喜び
を感じ，さらによいもの，美しいものを表現し
ていこうとする意欲につながっていくものであ
る。
　「感性」や「情操」は，美術や芸術のみで育
成されるものではないが，図画工作科や美術科
では，教科の目標としてその育成を目指してい
る。そのため，単に描いたりつくったりするな
どの美術の活動をすれば「感性」や「情操」が
育成されるという捉え方ではなく，具体的にど
のような活動を通して育成するのか，教育の手
法として指導者は考えることが大切である。
	 （村上尚徳）


